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１．政務調査費の自主公開について

「岡山県議会の政務調査費の交付に関する条例」に基づく政務調査費の「収支報告書」の閲覧も、今回で8回目を迎えました。過去7年間に引き続き、2008年度の政務調査費の使途内容についても、会計帳簿や領収書などの全資料を、県議団の控室で公開するものです。
政務調査費の領収書の公開は、県議会の議論の結果、今年度（2009年度）分から、「1万円超」について公開することが決まりました。一歩前進ですが、私達は「1円以上＝全面」公開を一貫して主張しました。一日も早く実現させるために奮闘する決意です。

２．費用弁償の供託について

議員に支給されている費用弁償については、2007年5月～2008年3月分を第一次分として法務局に供託手続きをおこないました。今回、2008年4月～2009年3月支給分を第二次分として供託しました。

費用弁償については、県議会の議論の結果、今年度より、交通費実費＋1日当たり3000円に変更されました。私達は、「実費のみ支給」を主張しました。

私達は、交通費は政務調査費と重複するため、過去2年分の法務局への供託にあたっては、支給額全額を供託しました。しかし、検討の結果、今年度分からは、交通費の実費分のみ受け取り、3000円については従来どおり供託する。受け取る実費分については、政務調査費には計上しない、ことにします。
以上

